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ふれあい看護体験

帯広大谷高等学校／貞廣　実玲

　私は今回の看護体験で整形外科、皮膚科のフロアを見学させ
ていただきました。私の将来の夢は看護師になることですが、
実際に看護師はどのように患者さんとコミュニケーションをと
っているのか、どのような事に気をつけて仕事をしているかな
ど、わからない事が多くあったため、より看護師の仕事につい
て学びたいという思いから今回の看護体験に参加させていただ
きました。
　初めに手の洗い方や病室に入る際は必ず手指消毒をすること
を教えていただき、とても基本のことですがこの行動をおろそ
かにしないことが大事だと感じました。実際に看護師の方と患
者さんの会話を聞き、感じたことが二つあります。一つ目が患
者さんが看護師の方と話している際、とてもリラックスしてい
る状態ということです。これは患者さんが看護師の方に信頼を
置いている表れだと感じます。二つ目が看護師は患者さんの健
康状態を確認する他にスケジュール管理をしているということ
です。患者さんの健康状態をみて、リハビリの時間や入浴の時
間を管理し、患者さんの要望に沿いながら看護師の方だけでな
くお医者さまなど医療関係者どうしの情報共有により問題が起
こることなく患者さんの治療が出来ていると感じました。この
二つを通して言えることは、周りを見て行動する力、気づく力
が必要になるということです。また、報告、連絡、相談を忘れ
ずにすることも大切だと感じました。報告、連絡、相談は意識
して過ごすことですぐに出来ることだと思っています。大きな
問題に繋げないためにも当たり前に出来るようにしていきたい
です。周りを見て行動する力や気づく力はすぐにはつかないと
思っています。この二つは看護師になるうえでとても大切だと
感じます。今までよりも更に成長し、少しでも自分自身の思い
描く看護師の姿になれるよう日々努力していきたいです。
　今回の看護体験で看護師になりたいという思いが強くなるこ
とができました。本当にありがとうございました。

帯広大谷高等学校／野口　彩乃

　今回の看護体験では、実際に患者さんとふれあうことで、看
護師がどのように患者さんに対して接しているのかを身近で体
験することができました。体験を通して、看護師という職業が
いかに魅力があるのかをたくさん学べました。
　私は脳神経外科、泌尿器科のフロアに案内されました。そこ
は、脳に異常がある人がほとんどで、自分でご飯を食べたり、
お風呂に入ることもままならないような方々が過ごしていまし
た。患者さんの身の周りのお世話や健康状態を観察し、常に患
者さんの近くで寄り添う看護師の人達の姿を間近で拝見するこ
とができました。今回は実際に看護師の仕事を体験させて頂
き、足浴と手浴というものを体験しました。体を動かすことが
不自由な方々の手や足を洗う作業です。足浴は看護師の方がや
っている所を近くで見学させて頂き、足の汚れを落としながら
も、ちゃんと患者さんの目を合わせてコミュニケーションを取
っている姿を見せてくれました。私が思っていたよりも、看護

師と患者さんとの距離が近く、とても楽しそうな雰囲気で話し
ているのが印象的でした。手浴は実際に患者さんの手を洗いま
した。手袋に石けんをつけて、ぬるま湯に浸かっている手を優
しく洗いながらマッサージをして、最後に洗い流してタオルで
拭く工程まで全部やらせて頂きました。緊張して手が震えてし
まい、上手に洗うので精一杯になり、患者さんとコミュニケー
ションをしながら取り組むことが全然できませんでした。あら
ためて看護師の仕事が難しいのかを実感しました。今回担当し
てくれた加藤さんは、「私達は常に患者さんの状態を見て、体
に異常がないかを見過ごすことがないように、患者さんのこと
を第一に考えて動いている。」と言っていました。患者さんが
気持ち良く生活することができている裏には、そういった看護
師の方々の苦労や思いやりがあって成り立っているのだと思い
ました。
　今回の貴重な体験をさせて頂き、看護師として働くことの大
変さや周りに気を配って行動することが自分には足りないこと
に気づきました。これからの将来に向けて、今回の体験で学ん
だことを活かし、自分の夢を実現できるように頑張りたいです。

帯広緑陽高等学校／小野　舞子

　私はふれあい看護体験で北海道社会事業協会帯広協会病院に
行き、看護体験をさせて頂きました。今回の体験で多くのこと
を学びました。最初に病棟をまわり、患者さんと看護師さんと
のコミュニケーションを間近で見させて頂きました。患者さん
の辛い思いをコミュニケーションを通して看護師さんが寄り添
っていくことが大切だと感じました。
　また、コロナウイルス蔓延時の防護服を見せていただき、患
者さんとの接点は看護師からしかないという言葉を聞き、クラ
スターを広がらせないプライドを感じました。
　学んだことは、患者さんとの距離感や看護師さんどうしが信
頼し合い協力することだと思いました。患者さんのことを第一
に考え、環境設備や忙しい中でのチームワークの連携を取るこ
とが大事だと思いました。他にも常に清潔にすること等教えて
頂きました。実際に病院を見ることで、看護師について知るこ
とができ、看護師を目指したいという気持ちが強まりました。
　貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。

帯広緑陽高等学校／新保　良太

　私は今回、ふれあい看護体験で北海道社会事業協会帯広協会
病院へ行きました。看護師の仕事について今までは、想像など
でしか考えられませんでした。実際に、現場で看護師の方々の
仕事を体験・見学させていただいたことで、看護という仕事が
具体的にどういうものなのかを学ぶことができました。
　特に体験で感じたことは、患者さんへの接し方についてです。
患者さんが壁を感じないように明るく接する以外に、１人１人
の様子に合わせて対応をしていることが印象深かったです。患
者さんの足を洗う体験をしたときには、洗っている最中の声か
けなどで喜んでもらえたのが嬉しかったです。看護師どうしで
も情報のやりとりをする場があり、チームワークが重視される
面もよくわかりました。
　私は今回の看護体験を通して、なりたい看護師像が最初より
具現化できたと思います。２年の冬あたりから看護師になりた
いと思い貴重な体験をさせてもらえたことを、今後の進路実現
に向けて生かしていきたいと思います。この度は本当にありが
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とうございました。

帯広南商業高校／上妻　桃羽

　私は今回、帯広中央病院に看護体験に行きました。看護師に
なりたいという夢があり、どのような仕事をするのかを実際に
体験してみたいと思いこの看護体験に参加しました。先輩との
参加というのもあり少し緊張しましたが、それよりも病院とい
うものを目の前にしてとても緊張しました。帯広中央病院では、
看護研修の方もいたので、今回は５階での体験となりました。
５階の病棟には、病気を患っている患者さんや一人では簡単に
歩けない患者さんが多くいました。
　一番心に残っていることは、ストレッチャーの体験です。よ
くテレビドラマでも見るストレッチャーは、実際に体験してみ
ると思った以上に力が必要で難しかったです。また、今回は３
人１組のペアになり１人１人が患者さん役をしてストレッチャ
ーに乗りました。ストレッチャーを押していると遅く感じる速
さでも、実際に乗っているととても速く感じて怖かったのを覚
えています。初めてストレッチャーに触ったこともあり驚いた
ところもありました。ストレッチャーにはスライディングボー
ドという板があり、少しの力で患者さんがストレッチャーに乗
れるようにという工夫もあったので、とてもいい勉強になりま
した。
　また、車いすを実際におすという体験やシリンジに水を入れ
て空気を抜くという難しい作業、患者さんとのおしゃべりなど
様々なことを体験させていただきました。私は、腎不全の患者
さんのシャントの音を聞いたのも印象に残っています。実際に
聴診器で患者さんのシャントの音を聞かせてもらいました。腎
不全で頑張っている患者さんの姿を見て、絶対看護師になって
たくさんの人を笑顔にできたらなと思いました。他にも病院に
は、自分でお風呂に入れない患者さんが湯船につかれるような
お風呂や少しでも季節を感じられる飾りなど工夫があって、と
ても患者さん想いの病院だなと思いました。
　今回の看護体験を通して学んだことがたくさんありました。
この看護体験を今後の進路や将来看護師になったときに役立て
ていきたいと思います。

帯広南商業高校／宮脇　歩咲

　私は今回のふれあい看護体験を通して多くのことを学びまし
た。最初にバイタルサインの体験をしました。聴診器で心臓の
音を聞いたり、血圧や酸素濃度を測ったり、１分間で脈拍を数
えたりしました。患者さんの健康の異常に素早く気づくために
も大切になるバイタルサインについて学ぶことができて、とて
も勉強になりました。
　次に、利用者さんが個別に行っているリハビリを見学しまし
た。一人一人の生活にあったストレッチや体の体操を行ってい
て、利用者さんの横に座って一緒にボールを使った運動をしま
した。リハビリを行う上で体のどこが動きにくいのか、見て気
づくことが大切だと教えて頂きました。また、入浴の様子を見
学しました。介護老人保健施設アメニティ帯広では大浴場がモ
ール温泉で、それを楽しみに来る利用者さんも居ることを知り
ました。リハビリは利用者さんにとって簡単なものではなく、
疲れた体を癒す良い環境だと感じました。看護師や介護士の仕
事として入浴の介助があることは知っていたけれど、実際に見
たことがなく気になっていたので、今回見学することができて

良かったです。大浴場だけでなく一般的な家庭のお風呂もあっ
て、介助がなくても家で入る練習ができたり、自動で体を洗っ
てくれる機械があったりして、一人一人の介助レベルに合わせ
てお風呂に入ることが出来るのがとても良いと思いました。「す
べて介助するのではなくどこまで一人でできるのか見てあげる
のが大事だ」と仰っていました。
　最後に、利用者の方とお話をしました。少し緊張したけれど、
ゆっくり大きな声でそして笑顔で話すことを心がけました。学
校の話や趣味の話、週に何回来ているのかなどをお話ししまし
た。インターンシップが中止になって医療の現場を体験する機
会が今までなかったため、本当に貴重な体験をさせて頂きまし
た。あたたかく迎え入れてくれたスタッフのみなさん、利用者
の方々に感謝の気持ちでいっぱいです。必ず今後に活かしてい
きたいです。

北海道芽室高等学校／小野　早織

　私は５月 14 日、社会医療法人北斗十勝リハビリテーション
センターで行われたふれあい看護体験に参加させていただきま
した。看護の仕事を間近で感じ、学ぶことができる貴重な機会
になると思い、今回参加させていただきました。まず最初に、
看護師の方から病院のことや仕事内容について説明を受け、そ
の後、看護の仕事を一部体験させていただきました。その際に
見せていただいた１本の動画では、看護師の方が患者さんに寄
り添い、励ましながらサポートする様子や、感謝の言葉を受け
とる喜びを語られていました。それを見て、患者さんの心の支
えとなり、感謝されることは、大きなやりがいにつながる仕事
だと感じました。また、血圧測定を体験させていただいた際、
私はつい測ることだけを意識してしまいましたが、看護師の方
は患者さんの立場になって話すこと、笑顔で接することをとて
も大切にしていると感じました。その後、病院の中を案内して
いただきました。患者さんの症状や治療法に合わせ、さまざま
な医療機器が使われていたり、看護師だけでなく他の医療従事
者の方々とも協力している様子を見ることができました。病院
の中に足湯が設置されていたり、カラオケができるスペースが
あったことには少し驚きました。これは、患者さんの中には長
く入院されている方もいるということだったので、患者さんが
少しでも安らげるようにという配慮からだと感じました。また
特に印象に残ったのは、看護師の方と患者さんが楽しそうにお
話しされているところを見学させていただいたことです。患者
さんの楽しそうな表情や、看護師の方の明るく丁寧に接する姿
から、日頃の細やかなサポートを通して患者さんが信頼し安心
している様子が伝わってきました。今回のふれあい看護体験を
通して、私は看護師の仕事に対する理解を深めることができま
した。患者さんの身体的なケアだけでなく、精神的なサポート
の大切さ、チーム医療の連携の大切さ、そして患者さん一人ひ
とりに寄り添い温かい心で接することの大切さを学びました。
もちろん大変なこともたくさんあると思いますが、回復を間近
で支えられ、感謝の言葉をもらえたときにはとてもやりがいに
つながると思いますし、魅力的な仕事だと感じました。この体
験を通して、私が感じたことや学びから、何ができるかを考え
将来的に、患者さん一人ひとりに寄り添い温かく包みこむよう
な看護師になれるよう頑張りたいと思いました。最後に貴重な
体験の機会を与えてくださった社会医療法人北斗十勝リハビリ
センターの皆様ありがとうございました。
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北海道芽室高等学校／黒山　栞奈

　私は帯広西病院で看護体験をしました。私はこの体験を通し
てコミュニケーションの大切さをより実感しました。私が担当
したのは、介護医療院という場所で、認知症や寝たきりの利用
者さんのお世話をしたり、健康状態の確認をしていました。利
用者さんの中には、話すことが好きな人、話すことが難しい人
がいて、看護師さんたちは１人１人の状態を把握し、利用者さ
んとコミュニケーションをとっていました。利用者さんと話す
ときは、ゆっくり大きな声で親しみやすく感じてもらえるよう
に話すことを意識していることがわかりました。簡単なことの
ようで難しく、実際に利用者さんと話したとき、うまく返事を
することができなかったり、壁を感じるような話し方になって
しまい、苦戦しました。そして、利用者さんだけでなく看護師
どうしのコミュニケーションも重要で、利用者さんの様子を共
有したり、仕事の分担をしていました。１人でかかえこまない
よう、助け合いながら仕事をしているのだと感じました。この
体験を通して、コミュニケーションの大切さを学びました。こ
れからは自分から積極的に話しかけたり、相手の気持ちを考え
るなど、コミュニケーションを意識して生活していきたいです。
今回の体験でより看護師になりたいと思いました。普段の勉強
も手を抜かず、今年はインターンシップに参加し、自分の進路
を決めていきたいです。

北海道帯広三条高等学校／松田　優花

　先日は、お忙しい中お時間を作って頂きありがとうございま
した。普段入る機会が少ない MRI 室や薬局、療育を行う場所、
検査室を見学させて頂き、MRI 室では、MRI の仕組みについ
て知ることができたり、撮った画像を見ながら説明を聞き、少
し理解することができてよかったです。療育を行う場所では、
季節ごとに様々な飾り付けを行っているということが分かりま
した。病棟での体験では、血圧測定や車いす体験、体内の酸素
を測ったり、注射器を使ったり、患者さんとお話しすることが
できました。他にも腕に当てると脈拍が聞こえるというものも、
見せていただくことができました。カテーテル治療のお話しな
ど、あまり聞いたことがなかったお話もお聞きすることができ
てよかったです。歩行器も初めて使い、使うのは難しかったけ
ど、良い経験になりました。質問コーナーでは、患者さんと接
する時に心がけていることで、働いている私たちは、いつもと
同じ環境だけど、患者さんにとっては、入院してきて、あまり
知らない場所だから、分からないと思うことを予測して、声を
かけるという言葉が印象に残りました。他にも、お休みのこと
や働き方のことなども分かりました。本当にありがとうござい
ました。

北海道帯広三条高等学校／小川　優奈

　私は今回、国立病院機構帯広病院で看護体験をして看護師の
お仕事や病院で働く多くの人の役割について学ぶことができま
した。体験ではまず病院内を見学し、MRI 室や検査室、薬剤
室など様々な場所を間近で見ることができました。その中で、
薬剤室や検査室は薬や機械が管理されていて患者さんの安全を
守るための配慮がされていると知りました。また、療育の部屋
を見学した時には季節に合わせた装飾や、誰でも楽しむことの
できる遊び場があり、障がいのある方が楽しめるような工夫を

見て医療は「治す」だけではなく、「支える」という役割があ
ることを学びました。さらに、車椅子や歩行器を実際に体験し
たことで患者さんの感じる気持ちを理解することができ、患者
さんと実際にお話した時は看護師の方が寄り添いながらお話し
している姿に感銘を受けました。その後、看護師の方々にお話
を聞いた際には、看護師として印象に残っていることや勤務の
実態を詳しく聞き、最終的には自分に合う科や病院を選ぶこと
が大切だということを知ることができました。今回の看護体験
でより一層看護師になりたいと思いました。
　この看護体験で学んだこと、感じたことを生かして夢の実現
に向けて頑張りたいです。

北海道帯広三条高等学校／小林　由依

　今回の体験では、多くの知識を帯広病院さんで学ばせていた
だきました。そして、血圧計を使って血圧を測定してみたり、
聴診器を使って心臓の音を聞いたり、車いすの乗車、サークル
歩行器の体験などもさせてもらいました。他にも患者方とお話
ししたり、病院内のめったに入れないようなお部屋にも入らせ
てもらい、道具や部屋のしくみなども教えていただきました。
私は、特に重度身体障害者の方々が過ごすお部屋に感動しまし
た。たくさん遊具があるだけでなく、遊具の１つ１つに患者さ
んを楽しませたり、成長させる工夫があり、とても驚いたし、
自分では思いつかないなと、とても感心しました。そして、す
ごく病院の方々の思いやりを感じました。部屋の中を見たり、
遊具を体験させてもらいながら、「自分もこんなに思いやりを
持って患者の方々に接せる看護師になりたい」と強く思いまし
た。今回の体験で学んだ事を必ず、今後に活かせるように頑張
ります。本当にありがとうございました。

北海道帯広三条高等学校／中川　歩希

　私は「ふれあい看護体験」を通してたくさんのことを学ぶこ
とができ、特に看護師さんの患者さんのための細かい配慮と広
い視野を持って行動をする姿におどろきました。看護師さんは
車いすやストレッチャーを動かす際、揺れや衝撃を与えないよ
うな工夫や患者さんが不安にならないような声かけをしていま
した。他にも、リハビリをしている患者さんにあったときには、
寄り添って励ます言葉をかけていました。看護師さんの全ての
行動の中に患者さんが安心できるような配慮があることを実感
しました。病気やけがで不安な気持ちになっている患者さんを
安心させる行動や言葉をかけられる看護師さんのすごさに気づ
きました。また、忙しい中でも常に周囲に目を配りながら複数
の患者さんを同時に看護することができる広い視野と素早い判
断力を持つ看護師さんの姿に感銘を受けました。どんなときも
冷静に対応し、細かい配慮を怠らない看護を将来できるように
なりたいと思いました。今回の体験を通して、看護師さんがい
ることの安心感や看護をする上で大切なことを知ることができ
た貴重な時間だったので参加できてよかったです。自分の将来
の目標がさらに明確になったので、たくさん努力をしていきた
いと思いました。

北海道帯広三条高等学校／山川　紗楽

　注射や PPE の着脱などは初めての体験だったのもあり、す
ごく緊張感がありました。なかなか経験できないことだと思う
のですごくいい経験になったと思いました。また、手指消毒や




